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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月15日(2020.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゴム物質、及び熱膨張性黒鉛を含有し、６０℃で１週間純水浸漬した後の溶出率が３％
以下である熱膨張性耐火シート。 
【請求項２】
　６００℃で３０分間加熱した後の膨張残渣物の圧縮強度が０．２ｋｇｆ／ｃｍ２以上で
ある請求項１に記載の熱膨張性耐火シート。 
【請求項３】
　リン含有量が１０質量％以下である請求項１又は２に記載の熱膨張性耐火シート。 
【請求項４】
　熱膨張性黒鉛の含有量が１５質量％以上６０質量％未満である請求項１～３のいずれか
一項に記載の熱膨張性耐火シート。 
【請求項５】
　水難溶性リン化合物を含有し、リン含有量が０．５質量％以上である請求項１～４のい
ずれか一項に記載の熱膨張性耐火シート。 
【請求項６】
　水難溶性リン化合物を含有し、水難溶性リン化合物の含有量が３質量％以上である請求
項１～５のいずれか一項に記載の熱膨張性耐火シート。 
【請求項７】
　前記水難溶性リン化合物がポリリン酸アンモニウム、亜リン酸アルミニウム、第１リン
酸アルミニウム、第２リン酸アルミニウム、第３リン酸アルミニウム、メタリン酸アルミ
ニウム、縮合リン酸アルミニウム、ポリリン酸メラム、ポリリン酸メラミン、ポリリン酸
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メレム及び水難溶性のリン酸エステルから選択される少なくとも一つである請求項５又は
６に記載の熱膨張性耐火シート。 
【請求項８】
　ポリリン酸アンモニウム、亜リン酸アルミニウム、第１リン酸アルミニウム、第２リン
酸アルミニウム、第３リン酸アルミニウム、メタリン酸アルミニウム、縮合リン酸アルミ
ニウム、ポリリン酸メラム、ポリリン酸メラミン、ポリリン酸メレム及び水難溶性のリン
酸エステルから選択される少なくとも一つである水難溶性リン化合物を含有する請求項１
～４のいずれか一項に記載の熱膨張性耐火シート。
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